大阪産業経済リサーチセンター、平成29年2月

	経済情勢トピックス《2016年の経済回顧と2017年の展望》


	2016年の経済動向を振り返ると、国内外で多くの想定外の出来事に左右されましたが、実体経済は堅調に推移した1年でした。
大阪・関西においても、インバウンド需要の変容や、生産・輸出・賃金の低迷といった想定外の出来事もありましたが、年間を通してみれば、全国同様、堅調に推移した1年でした。

2017年の展望では、世界的に政治関連のイベントが多いために、2016年同様、想定外の出来事に一喜一憂する状況が続くと思われますが、その一方で、内需・外需の回復等により堅調な経済成長が期待されます。
　大阪・関西の2017年は、「インバウンド」、「インフラ整備」、「イベント準備」などにより、今後の飛躍に向けた準備を行う重要な年であることが指摘されます。


1. 2016年の経済回顧

1.1　全国の状況

2016年の主な出来事を振り返ってみると、どのようなことが思いつくでしょうか。ざっと思いつくものを列挙してみると（図表１）、国内ではトヨタ系列の全国規模での計画減産や熊本地震、海外ではイギリスのEU離脱の国民投票での離脱多数やアメリカの大統領選挙におけるトランプ氏の当選など、国内外ともに想定外・サプライズが多かった年であり、予想外の出来事に対して右往左往した年という印象があるのではないでしょうか。その代表例として、円ドルレートの動きをみると（図表２）、2015年は1ドル=120円を中心に、年間を通じて大きくは変動しませんでした。しかし、2016年は年明けの1ドル=120円から、7月の1ドル=100円近辺まで一気に円高が進み、その後11月からは1ドル=105円から12月の1ドル=115円まで円安となるなど、為替レートは過去と比較して大きく変動しました。その影響もあり、株価や企業業績なども大きく変動しました。
　このように為替レートなどは大きく変動しましたが、実体経済の方は堅調に推移しました。全国の実質GDPの推移をみると（図表３）、2016年に入ってから3期連続でプラス成長となり、10～12月期もプラス成長が見込めるため、2016年は2015年と異なり、年間を通じてプラス成長の見込みとなりそうです。

個別商品の動向から2016年を振り返ると、日経MJのヒット商品番付（図表４）においては、仮想現実（VR）など新しい技術を用いた商品が上位に上がりました。人工知能（AI）や仮想現実（VR）・統合現実（AR）、フィンテックなど、新しい技術を用いることによって、日常生活が劇的に変化する可能性が垣間みれた年ではなかったでしょうか。
その他、ランキングを見た特徴としては、「低価格消費」とSNS等に利用するための「見栄え消費」が両立していることや、「具体的なモノ」よりも「遊びに関連するコト・イベント」が人気を博したように、消費においても変化を感じさせた一年でした。
以上のことをまとめるならば、2016年は想定外のイベントに左右されたものの、実体経済は堅調に推移した１年、または新しい技術等による今後の革新を感じさせるような１年だったと言えるのではないでしょうか。
図表１：2016年の主な出来事

[image: image1.emf]1月：日本銀行によるマイナス金利導入

2月：シャープがホンハイ傘下入りを決定

　　　トヨタ系列における全国での計画減産

3月：北海道新幹線が開業

4月：関西国際空港の民営化がスタート

　　　電力の小売完全自由化がスタート

　　　熊本地震

5月：G7伊勢志摩サミット

6月：消費増税の延期発表（2017年4月→2019年10月）

      イギリスのEU離脱の国民投票により離脱多数

7月：参議院選挙で与党大勝、選挙権年齢の引き下げ

　　　スマホ向けゲーム「ポケモンGO」の配信開始

8月：リオデジャネイロ・オリンピック

　　　リニア中央新幹線の大阪延伸前倒し方針決定

10月：国勢調査で初の人口減

11月：米国大統領選におけるトランプ氏の当選

12月：北陸新幹線ルート決定（小浜―京都）


図表2：円ドルレート（日次：日中平均）
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（出所）日本銀行「時系列統計」

図表3：全国の実質GDPの推移と予測
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（出所）日本経済研究センター「ESPフォーキャスト」（2017年1月）
図表4：日経MJヒット番付
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（出所）日経MJ（2016.12.7）

1.2 大阪・関西の状況
同様に、大阪・関西においても想定外の出来事が多かった1年でした。そのことについて、経済指標を参照しながら、3点指摘したいと思います。
　第一の想定外は、「インバウンド関連の動き」です。2015年は「爆買い」という言葉が流行語となったように、中国人をはじめとしたインバウンド需要が活発にみられ、2016年になっても、「爆買い」の動きはそのまま定着するのではないかと思われました。しかし、2016年には、為替レートが円安傾向から円高傾向へと変化したこと、関税の上昇など中国国内の規制強化、ビザの緩和によるリピート客の増加等の影響により、高額品を中心にインバウンド需要は大きく減少しました。
　その一方で、訪日外国人数自体は2016年も増加傾向が続いています。日本全体では年間で約2400万人（前年比+22％）、大阪においても年間で約941万人（前年比+31％）と多くの訪日客が来ていることから、インバウンド需要の中身が変化しただけで、インバウンドそのものの動きはまだまだ衰えていないと言えます（図表５参照）。

第二の想定外は、「生産・輸出の弱さ」です。2015年は、輸出は増加したものの、生産は低調に推移しました（図表５参照）。そのこともあり、2016年年初からは生産が下げ止まる兆しをみせるなど、今後の巻き返しが期待されました。しかし、生産関連においては、2月の自動車の計画減産、4月の新名神の橋げた落下事故等や、世界的なスマホ需要の減退等により、また輸出においては、アジア・中国経済の不調や、為替レートが円安から円高へとシフトしたこと等により、大阪・関西の生産・輸出は年中盤において低調な動きとなり、改善基調に力強さが欠けた状況となりました（図表５参照）。

　第三の想定外は、「消費関連の動きの鈍さ」です。雇用情勢においては、大阪府の2016年11月の有効求人倍率は1.44倍と平成以降の最高を更新しているように、2015年に引き続き、2016年においても堅調に推移しました（図表５参照）。また、2016年には大阪府の最低賃金が+25円引き上げられたことや、大阪府の夏のボーナスは全産業平均で+2.2％と上昇するなど、2016年も賃上げの動きは継続しました。しかし、そのような雇用・賃金の状況が、なかなか消費に反映されない状況が続いています。消費関連の動きとして、百貨店・スーパー販売額をみると、阪神百貨店・大丸心斎橋店の建て替え工事や、猛暑や異常気象、インバウンド需要の変調の影響もありますが、前年比でマイナスの月が多くみられるなど、消費関連は低調に推移しました（図表５参照）。
　2016年における大阪・関西の動向においても、想定外の動きに左右されましたが、実体経済の方はどうでしょうか。2016年度の関西の実質経済成長率について、民間シンクタンクの推計（5社平均）は+0.76％と、全国よりは低いものの、2015年度の成長率見込み（+0.58％）よりは高い水準となる見込みです。このことから、2016年の関西経済は、総じてみると堅調に推移したといえます。
　その他、2016年の大阪・関西の主な出来事からは（図表１参照）、シャープのホンハイ傘下入りの決定や関西国際空港の民営化など、新しい枠組みでのスタートがみられたことや、リニア中央新幹線の大阪延伸の前倒しや北陸新幹線の一部ルートの決定など、重要なインフラ整備の決定がなされ、国内外で想定外の出来事が多くあった一方、企業活動においても、着実な進展がありました。
　以上をまとめると、2016年における大阪・関西の経済動向としては、想定外の出来事に左右された面もありましたが、総じてみれば堅調に推移しました。
図表５　大阪・関西の主要経済指標
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（出所）関西エアポート（株）、大阪府統計課「大阪の工業動向」「毎月勤労統計」、近畿経済産業局「鉱工業生産動向」、大阪税関「貿易統計」、厚生労働省「一般職業紹介状況」、総務省統計局「労働力調査」、経済産業省「商業動態統計」より作成
2. 2017年の展望

　それでは、2017年はどのような年になるでしょうか。2017年の主な出来事をみると（図表６）、2017年は欧州や中国など世界的にみて政治関連のイベントが多く、海外発のイベントによって経済が左右されかねず、2016年に引き続き、想定外の出来事に一喜一憂しそうに感じられます。その一方で、企業収益が円高傾向が改善されることによって再び拡大に転じること、人口減少や働き方改革等を背景とした企業の設備投資や人的投資の拡大が景気の底上げに貢献すること、東京五輪関連の建築需要への期待等により、日本経済自体は2017年も前年同様、堅調に推移することが予想されます（図表３参照）。同様に、世界経済においても、米国を中心に堅調な経済成長が見込めることから、2017年も2016年と同様の成長が続くという予想がなされています（図表７）。
　大阪・関西における2017年の経済は、民間シンクタンクの推計によると、2017年度の関西の実質経済成長率は平均+0.78％で、2016年度（平均+0.76％と予測）と同様の経済成長が期待されています。日本経済と同様、企業収益の改善による設備投資意欲の回復、雇用環境・所得の改善を背景とした堅調な個人消費、米国を中心に海外経済が底堅く推移するため、内需・外需ともに経済成長を下支えするといったことがその背景として挙げられます。
最後に、大阪・関西における2017年の注目ポイントについて、「イ」という言葉をキーワードに、３点指摘したいと思います。
　第一点目は、「インバウンド」の動きです。2015年の「爆買い」に象徴されるような、訪日外国人による旺盛な消費は一服しました。しかし、2016年においても多くの外国人が訪日しているように、インバウンド需要は形を変えながらも、今後も伸びることが期待されます。大阪・関西は、関西国際空港という玄関口があること、大阪は東京と比較して観光・買物・食事・宿泊などがコンパクトにまとまっていること、他地域と比較して「文化・歴史」といった面で優れていることなどがあるため、それらの優位な面を生かして、インバウンド需要を取り込んでいくということが今後求められていくことだと思います。
　第二点目は、「インフラ整備」の動きです。2016年は、先にみたように、リニア中央新幹線の大阪延伸の前倒し（2045年→2037年）、北陸新幹線の一部ルートの決定（小浜―京都間）、大阪湾岸道路の西伸部の事業化、淀川左岸線の延伸など、重要なインフラ整備の計画が進展した年でもありました。2017年も引き続き、うめきた二期の開発など、様々なプロジェクトが進展する予定です。加えて、今後の成長が期待される「イリョウ（医療）関連」においても、2018年の国立循環器病センター周辺での新たな健康医療都市「健都」の形成、2021年の大阪大学による中之島での再生医療拠点の形成などの動きがあり、大阪・関西の健康・医療・ライフサイエンス分野における投資も着々と進行しております。これらのインフラ整備は、それに関連した建築需要があるといった短期的な需要もさることながら、今後の大阪・関西の成長力の源泉となるような大きな投資でもあるため、目の前の出来事に左右されずに、長期的な視点にたった、計画・実行が求められます。

第三点目は、「イベントへの準備」の動きです。近い将来、日本・関西においては、2019年のラグビーワールドカップ、2020年の東京五輪、2021年のワールドマスターズゲームズなどの国際的に大きなイベントが計画されています。また、大阪・関西においては、2025年の万博の大阪開催のために、2017年は立候補を行う年でもあります。それらのイベントの成功のためには、万全の準備が必要であり、2017年はそれらの準備を行う重要な年でもあります。
以上のことをまとめるならば、大阪・関西における2017年は、将来の飛躍に向けた準備の年であり、2017年の状況が今後の大阪・関西の将来を決定するとも言えます。そのため、目の前の出来事に右往左往せず、将来を見据えた計画の着実な進展を期待いたします。

　　　　　　　　（佐野　浩）
図表６：2017年の主な出来事（予定）

[image: image6.emf]1月：トランプ米大統領の就任

　　　大阪府が宿泊税を導入

　　　関空でLCC専用の国際線ターミナルビルの開業

2月：プレミアムフライデーの開始

4月：USJの新エリア「ミニオン・パーク」開業

　　　フランス大統領選挙の開始

5月：G7（シチリア・サミット）

　　　2025年の万博開催の立候補の締め切り

6月：JR西日本の豪華寝台列車「瑞風」の運行開始

6月：東京都議会議員選挙

7月：G20（ハンブルク・サミット）

　　　大阪・中之島に高級ホテル「コンラッド大阪」の開業

8～10月：ドイツ議会選挙

11月：第19期中国共産党大会


図表７：世界経済の見通し
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世界 3.2 3.1 3.4 3.6

先進国 2.1 1.6 1.9 2.0

米国 2.6 1.6 2.3 2.5

ユーロ 2.0 1.7 1.6 1.6

日本 1.2 0.9 0.8 0.5

新興国 4.1 4.1 4.5 4.8

中国 6.9 6.7 6.5 6.0

ASEAN　5 4.8 4.8 4.9 5.2

ロシア -3.7 -0.6 1.1 1.2


（出所）IMF「World Economic Outlook」（2017年1月）
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